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｜約鏑椴 セ ヲ ノ 尺谷有際平セ 思ク、
七 ノ シ フ 見産炭相 回 用 芦 サ J、随

百ー ア JV )V 金及知附材闇 )V ヲF プ、 、
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ヲ 井出域飯壷僚島 ト 原質 』ー

以－ ~tll ト 岡地 ノ 凝毛棚橋施

プ 日 量井川ノ 背荻原康浩行

僅ー ...、 数 ヲ油斜岩棚凝 J、 セ

ヵ石一 ト 越井暦＝ 民放ー , 
、

一世 一一 ケ .. ，、 ニ:c. .＞、 ノ 該凝岩層爾、
鍍満月 著ア質外蛍~桜明後 四

業タ鞠iジ見ユ ーー セ岩瀧瞭今、
ヲ テ ク ク子此抑j /V 楼凝 ト 日

維 JV 四増ブi JiJr 民 ＝， 瀧~ナ ーー

持ノ 千大商ニ ヨ ト 凝岩 レ至． 



ア頁列 ア 同至ノ 延斜回（ニ）地 ニ寺

9 岩皐 9 野 フ 露豆 ア南砂質至泊｜、 、
ニノ .A 郎町ス 出 v 9 部岩 ρ ノV i由、 、
ニ互 ν チ 直 聾ア 西ノ 頁第問田

ノ 暦 J、 刈域 散尼方 I也岩三酉

試（五）（ー）初 ス瀬 ーー 層ノ 来日 方 J、

撃砂砂郡小 ノV 油 ア J、 互層 J、西

ジ岩岩間千 所岡 JV －屠 一ー 殆山、
タ 頁及野谷 ア ノ 毛般 f三）ジ ン油

ノV 岩黒町 ~UI 9 主 ノ ー頁 プ ト 田

露及色附田 ア背主商岩下絶ノ
－－－‘、

ア蛍頁近 ト 試勃軸束化部壁 ~t
)V 岩岩ノ 頚 盤軸ユ 品石 ヨ ヲ方

宅 ／ ノ 地域 ジ ーー ジ緩屠 9 以 a

未瓦互域油 タ 連ア 税 ヲ 列ア 連、
タ居屠ナ 田 JV ν~~I）ス 介記其績

好 ユ（ニ） 9 東 ::r 9 本 ν 在 ス 以 ジ、 、
果 シ黒之部 ト 本ユ ト ス ν~t 7 、．． ，， 
ヲ プ 色 ヲ ト ア匝於 宅（四） .，＞、 川豊

牧略頁構ノ JV 域ア 郷砂（ー）絹地

よ‘ 商岩成問 毛 ．ー司副 海 本岩黒緩状、
)V 北（三）セ ーー 来 J、 中渡（五）色斜ヲ

ーー 品砂 JV 所 タ 所ュ 議粘頁 ヲ ナ

至走質地 々 好々 夜間土岩以 v 、 、 、

五

ラ ν 頁屠ユ 果 ーー ミノ ー” 砂凝ア尼、
ス JV 岩 ヲ 石 ヲ石更 J、 及方正海淵

一（四）下油 牧 ~llJ 一回 ニ磯岩ユ ヨ
~、

背砂部ノ よ‘ 及南保ナ合臨 9 

斜岩 ヨ 露 ノV 克方 ノ リ 油メ ~Q~ 、
屠及 9 頭 ユ斯 一一 背 ~llJ 層 リ 本

、ー＿.／ 、
、，
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’む

竿屯百ア床中四本品大宅於ス地｜

島／分硫ヲ生園邦於ノ鉱：アノV 方

ノ少中葉月五層品各ク闘床施鍍ナ

東ナ三及胎之於地ノV 係ノ行床ノν

部ヵ乃餓 Jスユアニ銅ヲ成セノト
、

川ラ歪品主i i火銅於鎖有国 fV 概共、
J ~ 七宮鎖ク鎖クノセ其油開＝
、、
石本＝ミ石結床 JV 朕 9 賦回査役、
及年シ概 J、品ヲ鍍態而存ヲ J、来

九度アる主片脹床銃シノ除巳開

町二中ア ι 岩胎＝記，.賦キニ皆

方於＝著黄系セ就ノ日態ア略ス

面ア J、 v 錨 J、 JV キ如本等 J、結へ

ト踏硫ク鎖阿岩研キノ訓示了キ

ス査酸桂ユ波層究ヲ鍍稼タセ有
~ 

セ製酸葉伊、p、セ以産行殆 y 望、
JV 遺品銅猿結ンア物上ン其ノ、
J、用乏鍍土品コ第中最ト精地

阿トジヲ佐片トー銅毛質調域

波 v 合、 密・ノ岩ヲ品鍍必施査タ

北ア銅雑ニ系期之ノ要セニノV

部始品セ園ヲスカ位＝ラ至へ

及メ位 JV .：.第 調置シ ν ，~ 、
伊ア J、宅跨ー 査前，.タア蓋

諜探ーノ 9 ト 昌述事 JV J、 ν

F 掘般ョ数ジ 着ノ業屯縄本、
西品品 9 多古 手如経ノ Y ずlS
端堪低ナノ生 シク替ナ本＝、
佐フク JV 銅層 進四 a ジ所賦
、 、

田 JV 銅随鍍及 ア岡王而ユ存



岩所 リ ノ 事 一 友向層片接狭高 M、 、
ア 謂 1t 度開 i丘中 斜 ニ岩セキ山波

') 大納 ヲ 掘 ~ 西屠該ノ JV 峡 ト 国、 、－
又崩部減 セ ヲ 一 ヲ 嘗薄北谷締一
赤壊 ナ シ’ フ 以細 7・ コt 層部ヲ ス 内

餓片 JV 昔 L〆 プ 等 ス /V ーヲ ユナ へ結、
鋸 岩 吉野タ 比諸 j恥 宅交於ジ ヨr 品

ヲ ア 野川 ノV 駿鍍方 ノ フ ア道＝ 片

合 ') ) ii ヨ 鎖的 山商ナ JV J、路非岩
、

－－、．． 其 横 ') 床便 ノ ーー ') 毛織未サ 系、
絹 上谷市 一．． 宜鏑 J、岩ノ 泥タ JV ノ

先 一ー ノ ー．． H~ ノ 床徳居 a 片多毛 llJ 、
ヲ J、 大距 ν 位其島 J、 ν 岩ク四地

放石崩 ノV 著置他大主ア 及開園 ，，、

7 墨壊 :2 ジ ヲ 未瀧＝瀕石ヶ山高

JV Jt tえ ト ク 占開 山西顕墨ス地サ、 、
帯 岩貞二 優 メ ノ 持微動片地ノ 千

紅多 泊三 v 又鍍部北 ヲ岩質通五、
色 17 川里 ') 鎖床康ノ 有 品川性 l'f

ノ 内 ーー 一ー ト 量 ノ 石走・ス紅椛 ト 米、
片・ 一申 於 ジ ス ーー 露東 向 JV 簾言ジ ーー、
岩色 う？ プ 南於頭山 ヲ 毛片ス 7 違‘ 、
ア 少 重方ア ア 川有 ノ 岩レ渓ス、
9 事／ 下要 ーー 屯 ') 田 ジ多絹 J、谷ノV
、 、
背ク 部 ナ 於商共山一 ク 雲古 J、 ;(: 

、
斜淡 ーー ノV 7 方 ーー 久二所母野深ノ

軸 キ 風背 J、 ーー 北宗ノ・謂片川ク稀、
ヨ 千品 ス 糾結於方大背三岩卒刻 ーー、
') 色 へ居品ア 卒内耕波藍地マ シ

、
l 南片 キ ア 質従原佃及川閃エ L〆 ラ

． 

－4八



九

:¥ j妻 J、枚アノ於函一時鍍未此比方

｜ス約ノ鴨如アノケ蹟床夕方シ ι、
厚東規島ク各久月石ノ良商大 J、

サ西則停坑毎宗五ヲ露好＝差岩

J、 ι 正車外・月川六産顕ナ J、ァ質

卒ジジ場設一回十出 J、ノV 組 9 特、
均アキヨ備高山高セ数毛谷背昌、、
一北鍍 9 中貫大賞 JV 多ノ腕耕千、
尺方 E雲南又内内中毛アナ鍍軸枚、
除三ア方 J、外卒西ノ 9 ク山附岩

品十 9 ー休ノ野鎖少ア探 2え涯様
lシ度ア里業錆大山ナ之鍍其品ヲ

7 乃従ニ中石内 J、シヲモ他 J、塁、
膨至来寸ニヲ及一英稼亦数野シ

大五主町属採佃ヶ内行充多々最

セ十ユ昌ス掘友月持セ分ノ脇北
、 、

ノV 度採ア持ジノ約部 JV ナ鍍釜ノ、
｜所ユ掘 9 部其五十鍛錬フ床脇幅

J、傾セ鍍鍍他鎖高山山ス露竿狭

四斜ラ床山‘ J、山賞 J、亦 頭卒キ

五シ ν 品川何及ノ其少 ア等所

尺延タ J、名 ν 腕鎖支ナ 9 諸諦

乃長 JV 本西屯鱗石山カ ト鎖三

至束屯鑓郡探山ヲ j英ラ 雌山波

入商ノト附鎖等産石テ 従ノ川

九二ナ綿野中ノ出鱗ノV 来鎖居

尺千 9 ス村叉小 ν 山号 ノ床ノ
、 、

品尺某へ品川鎖川ト調 成ア岩

l及除走キア東山田共査 績 9 石｜
！フ品向－ 9 山ユ方ニ官 J、 f111l ュ｜

一 日
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i ~ * ..所搬スヲリヲ ν 散附必
走層港在二へ構山謙示 9 在近ジ、
' ＿，、シ地不ヵ成ヨノシ其ジユモ、
北概ア ユ便 フ .A ') 西水内而露整、

一 言製於 ヲ ス 其南部準川 毛 出合、
傾ス煉ア 戚然南西 附田岩セ ’l!: 

斜 レス 製セ レ側品 長近山層ノV ' v .＞、 煉ス ト ，，、 向潰及鍍ノ 鍍 ト
、 、
升分 .7. 随 屯 乃 y ノ 我山研床云

水水 JV j' ？毎チ ｝商以 J、 兜，、 フ

嶺嶺 毛此 一ー 西蓮方下最品 摺 ，、

以附 ノ 地近宇ノ 喜品 宅 ヨ 曲 jJ 

北近 ナ 方
ヨー
和分多方重 JV 及、 フ

ーー l:?. ク ーー ヲ ノ 水西 7 要 ユ断 J高、 、
於其 多於以鍍嶺宇屡ナ Jt 唐川

プ 商 タ ク プ 業 J、 草日 々 JV 多 ーー 回
，，、 透 .＞、 JV 喜地佐南斑屯 ク ヨ 山

必 ・ー・． 入鏑木品 田郡銅ノ J、 , 方
や’於 幡山川 シ宇界鎮ニ ))lj 接面

毛 a司， ． 演 J、 ノ 7 島 ーー ノ シ筒動 ーー

山 J、 i母其上；遺品 笠多ア ノ ヲ 在

脈山 外採流路連ユ量平屠受 JV

ノ 脈 ノ 掘地除ナ ノV ヲ 均位ケ 前

走 ト 佐セ ヲ 悪 ') 入産精 ーー タ 記

昨］ ！司 島ノレ除殆此百出煉属 JV ノ

ーー 三／ 或鍍ケ ン地ニ シ 歩 ス 小五

一・ ク J、石 J、 ト 方十タ合 へ匝鍍

致西 女 チ 瓶事ノ 米 ') 入 ~ 域山

セ 商 岬鱗ネ ヲ 山 ノ 九 ヲ 内及

ス 西 ーー 山運遇軸出 分全日 一ー 其：、
ベ’ー



片ノ 此紅久へ鋳高枚岩決西此商

岩地等色山 J、床手ノ 等岩 二反方、
ア チ 地駐雨厚 ア片紅諸 ヲ 沈事｝＝, 除方岩鍍 ~ 

' 古色鎖合メ
ノ 畿、 、 、

緑ケ ーー ア 山紅真園陸山 メ JV 爾多

色 J、局 , ノ 色品谷岩ノ y 背傾ノ
、

‘ 
片本部九鍍ノ 西四帯鏡石税制 A、
岩地的町床岩方天ア床墨軸ノ 年

ノ 域ユ ノ ア層＝主、
, 
J、質 ア軸島

背 J、 蓄を東 , ア背田、 ブ 其片 JV 部 ヲ

制悉遺品 1~1 斜ノ 時中岩 ヲ 一由 ナ
軸ク セ 於背ア 軸窪＝ 一曲 ア示 J、 セ

、
以線 JV ア 耕紅 ヲ及紅粧 , セ傾 Jν、
商色 毛 屯軸簾迫鑑簾胎誕 9 斜地、
ノ 片 ノ 亦 J、石踊カ石 セ上其商方

走岩ナ其西 ヲ 5〆品 ヲ フ ーー 軸西＝

向 ヨ ノレ大方合宮上合 ν 至部或於

傾 , :::1 露ユ メ 内方有下厚ニ J、 プ

斜ナ ト 出沈 , ノ ーー ス部ノ J、西 J、
、 、

一ー JV 叩1 ヲ ＝、＝ 此 商在其品 線最ナ商

見 ~ ナ 見 ｝＂ 岩北 JV 附位色東 JV 方

JV 只 , JV 成・櫛谷王近ス 片的 :::1 ーー、、 、
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